褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　24年　2月　8日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第10回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　馬渡　真希子
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＜連絡事項＞

　各部署の勉強会を行っていないので、今月中に行ってください。

　南山苑は1月末に追加勉強会行っています。
　病院3月5日保健所の立会いあるので、2月末までに書類揃えて下さい。

　今月ラウンド予定。

＜褥瘡報告＞

東病棟：

リスクの高い方→水梨　孝純様

大久保　美津子様

昆　善三　様

前川原　勝美様

岩館　賢一郎様

水上　キヨ様→経管栄養中止し、点滴のみ。高リスク者。

　　　　　　　　　⇒体位交換の徹底、食事管理を継続していく。

南病棟： 

新規　前川原　勝美様→仙骨部に発生。アズノール・ラップ保護

　　　　　　　　　　　体位交換実施。

　　　　　　　　　　　食事：経管栄養　摂取量100％　

　　　

継続　北山　和子様→処置（アズノ－ル＋ゲーベン・ラップ保護）変更なし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　　　　　　　改善傾向にあり、プロナへ変更した為栄養補助食品はご家族様へは勧めず様子観察する。

板垣　富蔵様→臀部に発生。アズノ－ル・ラップ保護

　　　　　　　テープなし。皮膚形成してきていたが、テープによるかぶれや出血あり。

今後、テープは貼らず体位交換をこまめに実施していく。

　　　　　　　　　　食事:経管栄養、摂取量100％

　　　　　　　　

未治癒退院　高森　清八様→1/11市民病院へ転院

　　　　　　　　

リスクの高い方→永洞　恭子様　谷内　愛子様　中野　英男様　島脇　てる様

　　　　　　　　上舘　ユキ様　玉井クニ子様

　　　　　　　　　　　

西病棟：なし

北病棟：なし 

南山苑

２階フロア：

　

治癒　　瀧澤　美代子様→再発予防の為ユベラ塗布。

　　　　百目木伸一郎様→再発予防の為ユベラ塗布。

継続　　吉田　ルエ様→仙骨部。ポケットが塞がってしまい中が洗えない。洗浄後、水分を出し


イソジン＋コメガーゼ

　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、摂取量60％～100％

　　　　　　　　　　　時折、発熱や飲み込み不良あり、摂取量少ないときも見られている。

　　　　吉田　正太郎様→仙骨部（洗浄後イソジンシュガー＋ガーゼ保護。浸出液多いときは2回/日行なう）ポケットあり、悪化なし。10日に1回皮膚科受診されている。

　　　　　　　　　　　　前回より良くなってきており、新しい肉芽が盛り上がってきている。　

　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　

　軽米　フミ様→仙骨部～尾骨部（アズノール＋ラップ保護）

　　　　　　　　左大転子は治癒。

　　　　　　　　　　食事量：粥・ミキサー、摂取量80～100％

新規　　峰田　満男様→仙骨部に発生。アズノール＋ラップ処置。

　　　　小笠原　み江様→仙骨部に発生。アズノール＋ラップ処置。

　　　　　　　　　　　　右大腿頚部骨折により装具着用している。

　　　　　　　　　　　　食事：経口摂取　80～100％摂取。

　　　　湊　カナ様→仙骨部に発生。イソジン消毒しエルタシン軟膏塗布し、ガーゼにアズノールを厚く塗り保護。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養（ＣＺ－ＨＩ）6本/日　100％摂取　

　３階フロア

新規　工藤クニ様→臀部に発生。ゲーベン＋ラップ処置。

　　　　　　　　　　　　　食事：経口摂取。　70～100％摂取。

　

· 今回は新規発生者が増えており、体位交換の徹底、褥瘡発生部位への負担軽減（徐圧）が出来ていないと考えられる。今後は離床、臥床時間の検討・実施を行っていき発生を防ぐ。

また、発生したら早期に診察、処置等対応し悪化しないよう努める。

次回の委員会３月７日（水）１５時３０分からになります。

（変更時は随時メールで連絡します）

